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三原テレビを見られなくても、�
「やっさもっさチャンネル」を見ることの出来る�

抽選結果は、ホームページ上で発表しています。�
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本紙『やっさもっさ』は、 1 月から11月まで毎月 1 回発行し、新聞折り込みを中心に配布しております。何卒ご愛読ください。�※資源保護のため再生紙を使用しています。�
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◆今回の選挙ほど、広島6区が全国
的に注目された選挙はなかった。特
に郵政民営化法案に反対し新党を結
成した亀井氏とライブドア社長堀江
氏の対照的な二人の対決は注目を集
めた。選挙区内に支持基盤を持つ亀

井氏に対して、地元には支持基盤はな
いが抜群の知名度で挑む堀江氏、多く
のマスコミに取り上げられ、話題性が
投票率を押し上げた、地元に縁のない
候補者の活躍は「地域の代表者」から
「政党・政策の代弁者」の変化を感じ
させる。◆「自民党圧勝、民主惨敗」
衆議院選挙は自民党の予想をはるかに
上回る大躍進という結果に終わった。
この結果に対しては「強いリーダーシ

ップの勝利」「改革への期待の現われ」
など様々な評論がなされているが、い
ずれにせよ多くの票を得た自民党の責
任は重い◆前回の衆議院選では各政党
のマニフェストが話題となったが今回
の選挙では大きな話題にならなかった、
「郵政民営化が全ての改革の突破口」
自民党の単純で迫力ある主張が受けい
れられた結果だ。本来、マニフェスト
は数字化でき、国民が検証できる必要

がある。選挙前に各政党のマニフェ
ストを比較、検討し投票する、次の
選挙までに、その約束が果たされた
か検証する。有権者は自らを政治に
近づける必要がある。自民党の圧勝
は裏を返せば裏切られた時の大敗に
繋がる。小泉改革の結果、私たちの
まちがどうなるかしっかりと見守り
たい。�

  平素より、（社）三原青年会議所に対し、暖かい
ご理解とご支援を賜りまして心より御礼申し上げま
す。2006年度の（社）三原青年会議所役員が決ま
りましたので、ここにご紹介させていただきます。
来年度も本年同様よろしくお願い申し上げます。�
　（社）三原青年会議所は、1962年創立以来「明
るい豊かなまちづくり」を基本理念に様々な活動を
展開してまいりました。1973年に「瀬戸のインタ
ーチェンジ三原～歴史と未来の調和した福祉都市へ
～」構想、1985年に「インターフェイスみはら21
Ｃ～瀬戸、ロマン、国際色豊かな都市“三原”」構
想、1992年に「ニューグラビティーみはら～ドラ
マチックな出会い！広域交流都市～」構想、2000
年に「コラボレーションシティ21」構想と、その

時代における私たちのまちづくりへの志をビジョン
として提唱してまいりました。これら4つのビジョ
ンは基盤整備の方向性、市民参加によるまちづくり
の重要性、広域連携・広域交流の必要性、いずれも
みはら広域圏のまちづくりの方向性を明確に訴える
ことで、広く皆様の共感を得ることができたと確信
いたしております。�
　さて、広域的な観点からまちづくりに取り組んで
きた（社）三原青年会議所は、合併を新たなまちづ
くりのチャンスと捉え「小早川市構想」の発表以来、
住民主導による広域合併の必要性について訴え、合
併後のまちづくりについて市民の皆様と共に考えて
参りました。昨年1市 3 町が合併した新三原市が誕
生し、いよいよ新たな枠組みでのまちづくりに向け
て行動するべき時代となりました。�
　そこで、2006年度（社）三原青年会議所は、本年
度のスローガン「求めよ、さらば与えられん」の志
を受け継ぎ、市民の皆様、並びに行政、企業、各種
団体の皆様と語り合い、次世代により良い形でこの
まちを伝承できるよう、夢の実現に向けて、若者ら
しく勇気と情熱を持って歩んでゆきたいと思います。�
　最後になりましたが、先輩諸兄の築いてこられた
歴史と伝統を継承しつつ、会員一丸となり活動して
まいります。今後とも引き続き、皆様の暖かいご指
導とご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げ
ます。�
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有機野菜づくり有機野菜づくり�

立花小の給食風景立花小の給食風景�　Brand-new Mihara's wayでは、「食」の重要性を伝えて
きた中で、地産地消の学校給食によって、子ども達の郷土愛
にも繋がると報告してきました。そこで実例を調べたところ、
瀬戸内海を挟んで向かい側にある愛媛県今治市では、なんと
昭和58年から地産地消の学校給食への取り組みが行われてい
ることが分かりました。昭和58年といえば、地産地消という
言葉もなかった時代、そこから現在まで勧められてきた学校
給食への取り組みによって、どのような効果や結果が得られ
たのでしょうか？地産地消の学校給食の先進地である、今治
市の取り組みを紹介してゆきたいと思います。�

　今治市立　立花小学校の給食時間では「いただきまーす」という、掛け声と共
に子ども達が笑顔で給食をほおばり始めると、料理の説明が始まり「今日のニン
ジンと玉ネギと里イモは、5年生の阿部さんのおじいちゃんが作った有機野菜で
す」「今日は今治の郷土料理のセンザンキとイギス豆腐です」といった、アナウ
ンスがあります。「みんな美味しいと、食べ残す子はほとんどいませんよ」と、
立花小学校の山本祐美子先生は語られていました。また、日本で1番早くＪＡＳ
法（日本農林規格）による有機食品の認証を受けた今治産の食材が提供されてお
り、有機野菜の導入率は約60％に至っているそうです。�
　さらに、「学校では地産地消の給食以外にも、文部科学省の教育重点課題の一
つである『食育』推進の取り組みとして、自校の農園において子ども達の手でア
イガモ農法による米作りを行うことでＪＡＳ認証を目指しています。また、子ど
も達は有機野菜栽培等を通して作ることの難しさや大変さを知り、これらの取組
で、より食への興味・関心が深まってきています。」と、語られていました。�

学校給食についてのアンケート結果�
�（平成14年2月　今治市内小中学生の保護者全員に今治市が実施）�

 地域食材や郷土料理導入についての保護者の意見（一部抜粋）�

有機の米作り有機の米作り�有機の米作り�

田植えの様子田植えの様子�田植えの様子�

せんざんきせんざんき�せんざんき� いぎす豆腐いぎす豆腐�いぎす豆腐�

立花小の給食風景�

有機野菜づくり�

2 面へ続く�

　（社）三原青年会議所では、�

9月20日（火）に行われました入

会式にて、右の6名の新入会員

を迎えることができました。�

　皆様の暖かいご支援、ご鞭

撻を賜りますようお願い�

申し上げます。�
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アイガモ農法とは、アイガモが害虫を食べる。フンは�
肥料となることで農薬を減らすことができる。�
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